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今月号の
主な内容

■まちの話題
　東京のアンテナショップで江府町の日開催！ほか
■地域おこし協力隊通信
　新人協力隊員のご紹介　ほか
■お知らせ
　人事異動
　地方創生事業のお知らせ
　介護保険料が変わります
　あやめの指定管理者について　ほか

春がやってきました！ （鍵掛峠　除雪作業風景）

－特集―
平成27年度当初予算

http://www.town-kofu.jp/

町報こうふは江府町の
ホームページでも公開



　地
方
財
政
計
画
は
、
国
の
中
期
財
政

計
画
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
ま
で
は

地
方
の
財
政
運
営
に
必
要
と
な
る
一
般

財
源
の
総
額
は
、
平
成
25
年
度
の
水
準

を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的
に
同
水
準

を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
地
方
の
創
生
と
人
口
減
少

の
克
服
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
中
、
社

会
保
障
関
係
経
費
は
依
然
と
し
て
増
加

傾
向
が
続
き
、
さ
ら
に
公
共
施
設
な
ど

の
老
朽
化
対
策
や
、
防
災
・
減
災
対
策

の
一
層
の
推
進
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
の
創
設
に
よ
る
新
た
な
財
政

需
要
へ
の
対
応
な
ど
、
地
方
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
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行
財
政
方
針
に
つ
い
て

一般会計

道
の
駅
を
中
心
に

　
　
　
　産
業
振
興
を

【一般会計】町が基本的な施策をまかなう予算

【特別会計】一般会計と区分し、特定の事業を

　　　　　　行う予算

【町　　税】みなさんが納める税金

【繰 入 金】各種基金の取り崩しによって繰り

　　　　　　入れるお金

【分担金・負担金】特別の利益を受けた方から負担し

　　　　　　ていただくお金

【諸 収 入】雑入など、その他のさまざまな収入

【地方交付税】所得税など国が徴収した税金の中

　　　　　　から、町の財政状況に応じて交付

　　　　　　されるお金

【町　　債】町の借金。大きな事業を行うため

　　　　　　に国や金融機関から借入れるお金

【国・県支出金】特定の目的のために国や県から交

　　　　　　付されるお金

【自主財源】町独自に入ってくるお金

【依存財源】国や県からの交付や、借入れたお金

【人 件 費】町職員の給与や、町議会議員など

　　　　　　の報酬

【扶 助 費】法令に基づき支出される経費。児

　　　　　　童手当、医療扶助など

【公 債 費】借り入れたお金の返済金

【普通建設事業費】道路などを整備するためのお金

【積 立 金】積み立てるお金

【物 件 費】消耗品、臨時職員賃金など

当
初
予
算

当
初
予
算

当
初
予
算

平成27年度

人件費
6億3,529万円
19.9％

公債費
4億1,717万円
13.0％

扶助費
2億2,665万円
7.1％

補助費等
5億7,154万円
17.8％

物件費
5億2,434万円
16.4％

扶助費
2億2,665万円
7.1％普通建設事業

2億8,750万円
9.0％

補助費等
5億7,154万円
17.8％

物件費
5億2,434万円
16.4％

維持補修費
1億2,786万円
4.0％

その他
3,615万円
1.1％

繰出金
3億7,350万円
11.7％

義務的経費
40.0％

投資的経費
9.0％

その他
経費
51.0％

義務的経費
40.0％

投資的経費
9.0％

その他
経費
51.0％

歳出総額
32億円

町税
7億4,113万円
23.1％

繰入金
8,694万円
2.7％

諸収入
5,665万円
1.8％

分担金及び負担金
1,198万円
0.4％

その他
7,320万円
2.3％

国県支出金
5億6,301万円
17.6％

国県支出金
5億6,301万円
17.6％

地方交付税
12億3,700万円
38.7％

地方交付税
12億3,700万円
38.7％

その他
8,299万円
2.6％

町債
3億4,710万円
10.8％

町債
3億4,710万円
10.8％

自主財源
30.3％
自主財源
30.3％

依存財源
69.7％
依存財源
69.7％

歳入総額
32億円

＝
小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い

　
　
　
　輝
き
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
＝

　平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
が
３
月
23
日
議
会

で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　一
般
会
計
32
億
円
、
特
別
会
計
18
億
９
，
５
７
９
万
円
、
合
わ
せ

る
と
50
億
９
，
５
７
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

　江
府
町
の
平
成
27
年
度
予
算
は
、
住

民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
を
基

本
と
し
、
近
年
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
子
育
て
支
援
の
充
実
と
移
住
定

住
対
策
を
重
点
事
業
と
し
て
い
ま
す
。

　地
方
創
生
の
流
れ
の
中
、
活
力
あ
る

地
域
を
め
ざ
し
、
特
産
品
の
開
発
・
販

売
促
進
な
ど
産
業
振
興
を
図
り
、
人
が

訪
れ
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

　さ
ら
に
、
元
気
な
地
域
を
支
援
し
、

福
祉
向
上
に
努
め
、
心
豊
か
に
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　歳
入
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
を

中
心
と
し
た
町
税
の
減
少
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
一
方
、
38
．
７
㌫
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
税
収
な
ど
の
収
入
減
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
増
員
な
ど
に

よ
る
経
費
の
増
な
ど
で
前
年
度
に
比
べ

増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
、
起
債

発
行
額
に
つ
い
て
も
、
全
体
事
業
の
調

整
を
図
り
経
費
削
減
に
努
め
た
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　歳
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
減
少
に
転
じ
た
起
債
の
償
還
額
は
、

引
き
続
き
減
額
と
な
り
ま
す
。

　平
成
27
年
度
も
実
質
的
に
は
厳
し
い

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
・
県

な
ど
の
制
度
を
活
用
し
、
倹
約
と
工
夫

に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
と

め
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業

◎
安
心
安
全
な
教
育
環
境
整
備

　近
年
、
小
学
校
校
舎
、
体
育
館
の
耐

震
等
工
事
、
中
学
校
校
舎
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
移
転
な
ど
、
多
額
の
投
資

に
よ
り
安
全
安
心
な
学
習
環
境
整
備
を

実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
小
学
校
校

舎
の
屋
根
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
今
後

も
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
ソ
フ
ト
面
で
は
、
少
人
数
学
級

の
継
続
、特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童･

生
徒
が
落
ち
着
い
て
学
べ
る
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　小
規
模
自
治
体
の
利
点
を
生
か
し
、

保
育
園
か
ら
中
学
校
ま
で
一
貫
し
た
連

携
体
制
を
構
築
し
、
学
力
向
上
と
豊
か

な
人
間
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

◎
移
住
定
住
対
策

　過
疎
化
・
高
齢
化
は
、
中
山
間
地
域

の
存
続
に
か
か
わ
る
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
新
た

に
３
人
採
用
し
ま
す
。
都
市
部
の
人
の

視
点
や
発
想
を
活
か
し
、
町
内
の
資
源

を
掘
り
起
こ
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

と
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

◎
防
災
対
策

　江
府
町
に
お
い
て
も
、
一
昨
年
の
夏
、

集
中
豪
雨
災
害
を
経
験
し
、
改
め
て
防

災
に
対
す
る
重
要
性
を
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
新
た
な
防
災
計
画
の
も
と
、

訓
練
や
防
災
施
設
な
ど
防
災
体
制
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　住
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
安
全
確
保

と
し
て
、
移
動
系
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
、

災
害
対
応
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
少
子
化
、
子
育
て
対
策

　国
や
県
の
助
成
を
活
用
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
、
乳
幼
児
を
含
め
た
住
民
の

検
診
事
業
の
充
実
、
予
防
接
種
な
ど
の

積
極
的
な
取
組
み
を
行
い
、
不
妊
治
療

に
対
す
る
助
成
や
保
育
料
低
減
対
策
を

行
い
ま
す
。

◎
福
祉
・
高
齢
者
対
策

　様
々
な
理
由
に
よ
り
、
通
常
の
生
活

が
困
難
と
な
り
か
け
た
生
活
困
窮
者
へ

の
自
立
支
援
を
進
め
る
ほ
か
、
移
動
販

売
と
見
守
り
活
動
を
行
う
協
定
事
業
者

へ
の
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
中
山
間
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　ま
た
、
介
護
認
定
者
の
80
㌫
は
75
歳

以
上
の
高
齢
者
で
、
認
定
理
由
の
上
位

は
認
知
症
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
特
に
見
守
り
・
認
知
症
対
策
が

重
要
で
あ
り
、
専
門
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
生
活
環
境
対
策

　下
水
道
事
業
の
施
設
整
備
は
完
了
し

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
既
存
施
設
の
効

率
化
、
適
正
な
維
持
管
理
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
日
野
郡
三
町
で
設
置

し
て
い
ま
す
、
し
尿
処
理
施
設
の
大
規

模
改
修
を
行
い
、
引
き
続
き
衛
生
的
な

処
理
を
継
続
し
ま
す
。

　水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
量
が
不

安
定
と
な
っ
て
い
る
施
設
の
水
源
調
査

を
行
い
、
新
た
な
水
源
確
保
を
図
り
、

安
定
的
な
供
給
を
実
施
し
ま
す
。

　公
共
交
通
は
、
町
営
バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
の
運
行
を
支
援
し
、
安
全
な
交
通
手

段
の
確
保
と
住
民
生
活
基
盤
の
安
定
を

図
り
ま
す
。

　ま
た
、
町
道
な
ど
主
要
道
路
に
つ
い

▲新校舎での中学校卒業式
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て
は
、
道
路
・
橋
梁
の
点
検
を
随
時
実

施
し
、
安
全
か
つ
適
正
な
維
持
管
理
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
農
林
業
対
策

　農
林
業
基
盤
施
設
整
備
や
畜
産
環
境

の
向
上
を
図
り
、
農
林
地
を
活
か
す
産

業
振
興
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
被
害
の
増
え
続
け
る
有
害
鳥

獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
日

野
郡
三
町
が
連
携
し
て
行
う
有
害
鳥
獣

駆
除
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。

◎
地
域
を
元
気
に
す
る
取
組
み

　情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
物
販
施
設
の

機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
道
の
駅｢

奥
大
山｣

が
オ
ー
プ
ン
し
、
町
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る

み
ち
く
さ
の
施
設
改
修
も
行
い
、
農
産

物
・
特
産
品
の
販
売
促
進
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
江
府
町
の

特
産
品
・
農
産
物
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
「
奥
大
山
祭
」
を
行
い
、
町
内
へ
の

入
り
込
み
客
の
増
加
や
江
府
町
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
庁
舎
建
設

　現
在
、
庁
舎
が
分
散
し
み
な
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

建
設
に
向
け
、
具
体
的
な
検
討
に
入
る

と
と
も
に
建
設
基
金
を
造
成
し
ま
す
。

◎
地
方
創
生
事
業

　平
成
26
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
、

繰
越
に
よ
り
実
質
的
に
は
27
年
度
に
実

施
い
た
し
ま
す
。

　特
に
、
27
年
度
か
ら
の
５
か
年
の
江

府
町
の
進
む
べ
き
方
向
を
定
め
る
地
方

総
合
戦
略
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の

み
な
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

早
期
に
策
定
し
ま
す
。
個
別
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
国
の
制

度
・
財
源
を
活
用
し
着
実
に
実
行
し
て

い
き
ま
す
。

特別会計当初予算

会 計 名 平成27年度

109万円

４億2,970万円

２億4,560万円

５億9,417万円

290万円

4,535万円

5,322万円

7,942万円

２億793万円

１億3,997万円

581万円

8,056万円

263万円

161万円

583万円

18億9,579万円

平成26年度

110万円

3億7,351万円

2億5,323万円

5億6,954万円

228万円

4,534万円

5,226万円

8,384万円

9,659万円

1億3,735万円

571万円

7,640万円

270万円

994万円

605万円

17億1,584万円

99.1％

115.0％

97.0％

104.3％

127.2％

100.0％

101.8％

94.7％

215.3％

101.9％

101.8％

105.4％

97.4％

16.2％

96.4％

110.5％

対前年比

住宅新築資金等貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

林業集落排水事業

特定環境保全公共下水道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

合計

▲建設が進む道の駅「奥大山」
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平成27年度  主要及び新規事業平成27年度  主要及び新規事業

240

3,584

1,536

925

12,652

1,112

5,598

1,042

3,750

155

120

684

4,730

1,000

事業内容事業名

地 域 活 性 化 支 援 事 業 地域・団体などが行う環境・文化・伝統活性化事業へ
の支援を行います。

地域おこし協力隊事業
地域おこし協力隊員を雇用し、活動を通して地域の活
性化を図ります。
（Ｈ27新規３人　計９人）

若 者 定 住 事 業
小集落への若者定住に対し、生活支援、住宅取得などの
補助を行い、地域の活性化を図ります。
（Ｈ27新規１人　計４人）

江府町買物福祉サービス
支 援 事 業

移動販売と高齢者等の見守り支援をあわせて行う取組
を支援します。

み ち く さ 改 修 事 業 道の駅オープンにあわせみちくさを改修します。

地 籍 調 査 事 業
下安井・小原・御机地区の継続調査及び新規に下安井
（山林）・洲河崎・武庫（新道）を計画し事業促進を
図ります。

有 害 鳥 獣 駆 除 事 業

農作物を鳥獣による被害から守るため、ワイヤーメッ
シュ柵や小規模な電気柵などの侵入防止対策を図りま
す。郡鳥獣被害対策協議会と町の駆除協議会が連携し
ながら根本的な減少対策を講じます。

林 道 整 備 事 業 町行造林地の間伐を推進するため林道を1,500m整備し
ます。

江 尾 十 七 夜 物 語 事 業
「十七夜物語」の発行に伴い、本を全世帯に配布し、
文化の継承を図ります。

除雪車両免許取得補助 除雪機械の運転免許取得に対し、助成し、除雪機械の
オペレーターを養成します。

移動系無線デジタル化事業 移動系消防無線のデジタル化に必要な電波調査を実施
します。

小学校ランチルーム・校舎
屋 根 改 修 工 事

江府小学校の校舎屋根の改修工事を行います。

事業費

（単位：万円）

（単位：万円）

総 務 費

民 生 費

農林水産業費

日野町江府町日南町衛生施
設組合負担金（し尿）

し尿処理施設（清化園）の大規模改修工事に伴う建設
事業費を３町で負担をします。衛 生 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

庁 舎 建 設 基 金 積 立 金 庁舎建設のための積立を行います。諸 支 出 金

費 目

【一般会計】

8,856

2,412

1,300

事業内容事業名

吉原地区簡易水道統合事業
水道を集落管理している西成地区について、吉原簡易
水道の区域に統合するため、測量設計及び工事を実施
します。

第二共同地区簡易水道水源
地 整 備 事 業

井戸の水量安定化のため、調査ボーリング、変更認可
申請、測量設計業務を実施します。

江尾地区川筋地区統合実施
設 計 業 務

江尾地区公共下水道と川筋地区農業集落排水との統合
に向け実施設計を行います。

事業費

簡易水道事業

特定環境保全
公 共 下 水 道

費 目

【特別会計】

特集－平成27年度当初予算－
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ま
ち
の

ま
ち
の

話
題

まちの話題

　米
沢
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
で
は

３
月
21
日
、
22
日
の
２
日
間
、
江
府
町

を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

東
京
の
「
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋

館
」
で
町
の
観
光
、
農
産
物
、
移
住
定

住
等
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　当
日
は
来
場
者
に
江
府
町
産
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
２
合
と
奥
大
山
の
水
の
サ
ン
プ

ル
を
配
布
し
、
町
の
特
産
品
の
販
売
、

大
山
お
こ
わ
、
岩
泉
、
し
い
た
け
の
試

食
や
、
同
会
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
町
の

お
米
を
提
供
し
ま
し
た
。

　東
京
に
住
む
鳥
取
県
出
身
の
お
客
様

は
、
「
田
舎
の
味
が
食
べ
た
く
て
立
ち

寄
り
ま
し
た
。
こ
う
や
っ
て
鳥
取
県
が

盛
り
上
が
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

江
府
町
に
も
是
非
行
っ
て
み
た
い
で

す
。
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
受
賞

　３
月
25
日
（
水
）
、
江
府
町
防
災
・
情
報
セ

ン
タ
ー
に
て
『
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
２

０
１
４
江
府
町
の
部
』
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

竹
内
町
長
か
ら
表
彰
状
と
楯
、
副
賞
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　ふ
る
さ
と
大
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域

発
展
に
寄
与
し
た
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
も

の
で
、
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
創
り
事
業
団
が

主
催
し
、
市
町
村
、
新
日
本
海
新
聞
社
、
日
本

海
新
聞
販
売
店
が
共
催
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　地
域
貢
献
賞
は
美
笑
会
（
会
長

　宮
本
勅
寛

さ
ん
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
尾
之
上
原
自
治

会
と
連
携
し
た
高
齢
者
支
援
や
要
介
護
者
支
援
、

そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
防
災
訓
練
な
ど
、
高
齢
化

の
進
む
地
域
で
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
は
江
府
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
（
会
長

　遠
藤
堅
一
さ
ん
）
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
６
年
に
設
立
さ
れ
、
町

内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
活
動
の
中
心
団
体

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
府
町
体
育
協
会
・
日
野

郡
体
育
協
会
と
も
協
力
さ
れ
、
大
会
開
催
な
ど

に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▲受賞された美笑会と江府町グラウンド・ゴルフ協会のみなさん

美
笑
会
＆
江
府
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

ほ
ほ
え
み
か
い

ほ
ほ
え
み
か
い

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
「
奥
大
山
江
府
町
の
日
」
開
催

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
「
奥
大
山
江
府
町
の
日
」
開
催

東
京
・
新
橋
で
江
府
町
の
特
産
品
を
P
R

東
京
・
新
橋
で
江
府
町
の
特
産
品
を
P
R

　「
２
日
間
と
て
も
忙
し
く
、
江
府
町
の
特

産
品
は
凄
い
！
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
大

自
然
が
生
み
出
す
美
味
し
い
水
を
始
め
、
町

の
自
慢
を
町
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

移
住
に
つ
な
が
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　普
段
は
当
た
り
前
に
あ
る
も
の
が
、
外
か

ら
見
れ
ば
素
晴
ら
し
い
素
材
だ
っ
た
り
し
ま

す
。探
し
、気
づ
き
、磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。｣

▲早稲田大学つなぎやAiTieが
　助っ人で活躍！

▲試食販売大盛況！

〜
東
京
物
産
に
参
加
し
て
〜

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　片
岡

　薫
哉
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まちの話題

　江
尾
診
療
所
で
は
、
在
宅
の
方
に
訪
問
診
療
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
お
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
江
府
町
最
高
齢
の
方
に
、
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し

ま
し
た
。

　明
治
41
年
生
ま
れ
の
、
片
山
節
子
さ
ん
（
杉
谷
）
、
３

月
６
日
に
107
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　顔
の
肌
ツ
ヤ
も
輝
い
て
お
ら
れ
た
片
山
さ
ん
。
素
敵
な

笑
顔
を
み
せ
て
い
た
だ
き
、
お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
驚
き
と
心
の
元
気
を
い
た
だ

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

江
尾
診
療
所
か
ら

　は
っ
ぴ
い
ば
あ
す
で
い
！

▲片山さんお誕生日おめでとうございます！

さ
だ
こ

　３
月
21
日
（
土
）
江
府
中
学
校
に
て
１
ｄ
ａ
ｙ
結
婚
・

子
育
て
専
門
学
校
ｉ
ｎ
江
府
町
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
結
婚
や
妊
娠
出
産
に
関
し
て
の
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
で
結
婚
や
妊
娠
の
増
加
、
結
婚
や
子
育
て
を
支

援
す
る
環
境
醸
成
を
ね
ら
い
開
催
し
ま
し
た
。

　午
前
中
は
、
こ
れ
か
ら
結
婚
を
考
え
る
男
女
を
対
象
に

「
モ
テ
男
講
座
」
、
「
モ
テ
女
講
座
」
を
開
催
。
昼
食
は

参
加
者
で
カ
レ
ー
を
作
り
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

午
後
か
ら
は
、
選
択
講
座
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に

別
れ
、
こ
れ
か
ら
妊
娠
に
つ
い
て
男
女
で
考
え
る
「
愛
さ

れ
パ
パ
・
マ
マ
に
な
ろ
う
講
座
」
、
子
育
て
世
帯
を
支
え

る
家
庭
や
地
域
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
「
イ
ク
メ
ン
・
イ

ク
ジ
イ
・
イ
ク
バ
ア
に
な
ろ
う
」
、
子
育
て
世
代
の
疑
問

質
問
に
答
え
る
「
育
児
座
談
会
〜
子
育
て
言
い
た
い
放

題
」
、
こ
れ
ら
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

合
計
で
25
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
少
人
数
な
が

ら
熱
い
話
し
合
い
に
な
っ
た
講
座
も
あ
り
ま
し
た
。

１
ｄ
ａ
ｙ
結
婚
・
子
育
て
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　ｉ
ｎ
江
府
町
を
開
催

▲モテ男目指して勉強中！

　３
月
３
日
、
子
供
の
国
保
育
園
で
抹
茶
や
お
菓
子
な
ど

を
体
験
す
る
お
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
お
茶

の
先
生
か
ら
礼
儀
作
法
や
お
茶
の
た
て
方
を
習
い
、
実
際

に
園
児
同
士
で
自
分
達
が
た
て
た
お
茶
を
振
る
舞
い
ま
し

た
。
「
お
て
ま
え
ち
ょ
う
だ
い
し
ま
す
」
と
き
ち
ん
と
あ

い
さ
つ
を
し
て
か
ら
抹
茶
を
飲
む
と
、
少
し
苦
い
顔
を
し

な
が
ら
も
「
お
い
し
か
っ
た
ー
」
と
大
人
の
味
を
存
分
に

体
験
し
ま
し
た
。

大
人
の
味
を
体
験
！

▲上手に抹茶を泡立てていました

子
供
の
国
保
育
園
お
茶
会
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農業委員会だより

江
府
町
農
業
施
策
の
建
議
に
対
す
る
回
答

江
府
町
農
業
施
策
の
建
議
に
対
す
る
回
答

　江
府
町
農
業
委
員
会
は
昨
年
末
に
江
府
町
農
業

施
策
に
対
す
る
建
議
書
を
町
に
提
出
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

①

　担
い
手
の
育
成
と
支
援
に
つ
い
て

　江
府
町
の
認
定
農
業
者
は
４
経
営
体
で
、
観
光
果
樹
園
、

大
規
模
酪
農
、
施
設
園
芸
が
各
１
経
営
体
で
水
田
農
業
の

担
い
手
と
な
り
う
る
の
は
１
経
営
体
の
み
で
す
。

　ま
た
、
江
府
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
が
作
成
す
る
水

田
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
担
い
手
農
家
（
要
件

：

経
営
面

積
２
ha
以
上
、
う
ち
集
積
面
積
１
ha
以
上
）
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
16
の
経
営
体
が
あ
り
ま
す
が
、
後
継
者
不
在

や
高
齢
化
の
問
題
が
迫
っ
て
お
り
、
近
年
は
経
営
規
模
の

縮
小
傾
向
に
あ
る
経
営
体
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
状
況
の
中
、
平
成
27
年
度
か
ら
新
た
な
担
い

手
農
家
の
掘
り
起
こ
し
と
育
成
を
目
的
に
、
町
単
独
で
の

江
府
町
経
営
体
育
成
支
援
事
業
を
新
設
し
、
50
ａ
以
上
の

農
地
集
積
経
営
体
（
現
状

：
48
経
営
体
）
に
対
し
て
、
そ

の
集
積
面
積
に
応
じ
て
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
48
経
営
体
を
対
象
に
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

各
種
支
援
施
策
の
情
報
提
供
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
各
集
落
の
実
情
に
合
っ
た
支
援
施
策
（
担
い
手
農

家
の
育
成
型
や
集
落
営
農
組
織
の
育
成
型
等
）
を
計
画
・

実
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。特
に
、平
成
26
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
農
地
中
間
管
理
事
業
を
有
効
活
用
す

る
た
め
に
は
、
各
集
落
に
お
け
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作

成
に
向
け
た
話
し
合
い
の
中
で
、
自
分
の
集
落
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
見
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　26
年
産
米
の

大
幅
な
下
落
に

よ
り
、
農
業
情

勢
は
一
層
厳
し

さ
を
増
し
て
い

ま
す
が
、
平
成

25
年
度
か
ら
５

年
計
画
で
県
の

助
成
を
受
け
て

取
り
組
ん
で
い

る
、
が
ん
ば
る

地
域
プ
ラ
ン
事

業
で
は
、
食
味

日
本
一
の
米
作

り
を
目
指
し
た
奥
大
山
プ
レ
ミ
ア
ム
特
別
栽
培
米
の
研

究
・
開
発
と
良
食
味
米
生
産
者
が
儲
か
る
仕
組
み
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
も
う
１
品
目
転
作
作
物
と

し
て
コ
ン
ニ
ャ
ク
栽
培
技
術
の
確
立
、
加
工
に
よ
る
６
次

産
業
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、
単
に
作
物
振
興
を
図
る
目
的
だ
け
で
な
く
、

江
府
町
農
政
の
３
大
課
題
で
あ
る
新
規
就
農
者
の
確
保
、

担
い
手
農
家
の
育
成
、
集
落
営
農
の
推
進
を
最
大
の
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　最
後
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
農
業
委
員
の
皆
様
の
各
地
域
に
お
け
る
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

②

　奥
大
山
農
業
公
社
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

　平
成
25
年
度
か
ら
財
団
法
人
江
府
町
農
業
公
社
か
ら
一

般
財
団
法
人
奥
大
山
農
業
公
社
と
し
て
あ
た
ら
し
く
ス

タ
ー
ト
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
経
営
的
に
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
、
早
急
な
経
営
改
善
を
務
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
状
況
で
す
。
昨
年
、
奥
大
山
農
業
公
社
運
営
資
金

貸
付
制
度
を
制
定
し
、
借
入
金
の
支
払
利
息
の
軽
減
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　26
年
度
も
夏
季
の
日
照
不
足
に
よ
り
米
の
収
量
減
少
、

米
価
の
下
落
等
厳
し
い
状
況
で
す
。
農
業
は
、
ど
う
し
て

も
自
然
の
影
響
が
大
き
く
作
用
い
た
し
ま
す
の
で
年
間
を

通
じ
て
確
実
に
収
益
の
上
が
る
事
業
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
現
在
の
水
稲
経
営
の
み
で
は
、
経
営
が
難
し
い
状

況
で
あ
り
複
合
経
営
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　今
ま
で
江
府
町
で
は
無
か
っ
た
、
果
樹
の
検
討
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
、
27
年
度
よ
り
試
験
的
に
県
の
推
奨

品
種
の
赤
梨
で
補
助
制
度
の
充
実
し
た
『
新
甘
泉
』
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
を

通
じ
て
地
域
が
元
気
に
な
る
取
組
の
担
い
手
と
し
て
「
江

府
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
採
用
し
て
農
業
公
社
の
体

制
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
年
々
増
加
す
る
農
地
貸

付
に
対
し
て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
を
図
り
、

江
府
町
の
農
業
を
支
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
の

江
府
町
の
農
地
を
守
る
上
で
は
、
農
業
公
社
が
重
要
な
位

置
づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
中
山
間
地
域
の
強

み
で
も
あ
る
『
集
落
の
力
』
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
集
落

営
農
の
推
進
、
担
い
手
の
育
成
な
ど
を
図
り
な
が
ら
基
幹

産
業
で
あ
る
、
江
府
町
の
農
業
、
農
地
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
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農業委員会だより

審議案件すべて承認されました。

農地法第３条の規定による許可申請について　　１件

農用地利用集積計画（案）について　　　　　　10件

農用地利用配分計画（案）について　　　　　　１件

平成26年度の目標及びその達成に向けた

　　　　　　　　　　　活動の点検・評価について

平成27年度事業計画（案）について

江府町農地賃借料情報

４月の農地相談会

問い合わせ先　農業委員会事務局　☎（75）6620

お気軽にご相談ください。

◎相談日　平成27年４月30日（木）

　　　　　午後１時30分から午後４時まで

◎場　所　江府町山村開発センター

平成26年１月から12月までに締結された賃貸借における賃借料水準（10ａあたり）は、以下のとおりとな

っています。

※１．賃借料の計算に当たっては、平均に比べ著しく差のある特殊な取引データは加えていません。
※２．データ数は、集計に用いた筆数です。
※３．賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、30㎏当たり5,000円に換算しています。
※４．金額は算出結果を四捨五入し100円単位としています。

4,700

5,600

5,100

5,600

7,650

8,000

7,000

9,400

2,000

4,000

5,000

5,000

38

32

15

16

使用貸借(無償)　20件

使用貸借(無償)　14件

使用貸借(無償)　  5件

使用貸借(無償)　17件

5,100 9,000 2,000 100 使用貸借(無償)　56件

江 尾 地 区

米 沢 地 区

日 光 地 区

神 奈 川 地 区

江 府 町 全 体

締結された地域名
平均額

(円)

最高額

(円)

最低額

(円)

備　考

(対象外)
データ数

8,000 8,000 8,000 1 使用貸借(無償)　 1件江 府 町 全 域

締結された地域名
平均額

(円)

最高額

(円)

最低額

(円)
備　考データ数

１　田（水稲）の部

２　畑（普通畑）の部

③

　第
４
次
江
府
町
総
合
計
画
の
検
証
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て

　第
４
次
江
府
町
総
合
計
画
は
、
平
成
18
年
度
に
10
カ
年

の
目
標
・
指
針
に
つ
い
て
、
総
論
、
基
本
構
想
、
基
本
計

画
に
よ
り
構
成
し
平
成
23
年
度
に
第
４
次
後
期
基
本
計
画

を
策
定
さ
れ
、
平
成
27
年
度
に
終
了
い
た
し
ま
す
。

　今
後
は
、
総
合
計
画
の
法
的
制
約
が
な
く
な
り
、
独
自

の
計
画
策
定
と
な
り
ま
す
。

　農
業
施
策
の
展
開
で
あ
り
ま
す
、
農
業
経
営
の
強
化
・

高
付
加
価
値
農
業
の
推
進
・
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
・

農
地
保
全
対
策
の
推
進
・
畜
産
振
興
の
推
進
の
６
項
目
を

中
心
に
検
証
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　前
回
の
総
合
計
画
で
は
、
抽
象
的
な
部
分
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
計
画
す
る
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
策
定
や
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
江
府
町
農
業
の
現
状
と
課
題
を

検
証
し
て
、
具
体
的
な
取
り
組
を
計
画
に
盛
り
込
み
『
元

気
な
農
業
』
・
『
元
気
な
農
家
』
を
目
指
し
ま
す
。

④

　地
域
農
業
推
進
員
の
嘱
託
雇
用
に
つ
い
て

　中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
の
問
題
、
と
り
わ
け
高
齢

化
問
題
は
農
業
そ
の
も
の
の
存
続
を
脅
か
す
重
大
な
問
題

と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
農
地
を
守
っ
て
い
く

に
は
も
は
や
個
人
の
力
だ
け
で
は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
重
要
な
の
は
中
山
間
地
域
の
強
み
で
も
あ
る
『
集
落

の
力
』
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
農
業
の
諸
問
題
解
決
に

向
け
て
、
先
を
見
越
し
た
農
地
の
計
画
を
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
で
描
き
、
そ
れ
と
並
行
し
て
農
地
の
受
け
手
と
出

し
手
を
結
ぶ
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
の
活
用
も
積
極
的

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
専
門
的
な
知
識
を
有
し
、

か
つ
経
験
豊
か
な
人
材
の
雇
用
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
、

平
成
27
年
度
に
は
、
臨
時
職
員
の
雇
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
適
任
の
人
材
確
保
の
た
め
、
農
業
委
員
会
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
情
報
の
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農業委員会総会（３月）
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学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

　平
成
27
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

江
府
小
学
校
・
江
府
中
学
校
と
も

に
ピ
カ
ピ
カ
の
新
入
生
を
迎
え
、

子
ど
も
達
も
は
り
き
っ
て
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
。

　小
学
校
一
年
生
は
、
新
た
に
徒

歩
通
学
や
バ
ス
通
学
が
始
ま
り
ま

し
た
。
保
育
園
の
送
り
迎
え
を
卒

業
し
て
初
め
て
の
通
学
で
す
。

　そ
こ
で
、
学
校
お
助
け
隊
で
は
、

今
年
度
も
小
学
生
の
下
校
に
合
わ

せ
て
一
緒
に
歩
い
た
り
、
横
断
歩

道
な
ど
に
立
っ
て
、
子
ど
も
達
の

安
全
な
下
校
を
見
守
っ
た
り
し
て

下
さ
る
下
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
21
年
度
か
ら
続
け
て
い
る

下
校
支
援
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
見
守
り
や
声
か
け

を
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

事
故
や
事
件
な
ど
は
１
件
も
起
き

　今
回
の
改
訂
で
は
、
３
分
冊
（
年
長
〜
小
２
版
、
小
３
〜
小
６
版
、

中
学
校
版
）
い
ず
れ
も
４
ペ
ー
ジ
増
や
し
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
に
連

動
し
た
家
庭
学
習
の
進
め
方
や
、
学
年
ご
と
の
家
庭
学
習
の
系
統
表
を

全
て
の
分
冊
に
掲
載
し
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
学
習
を
進
め
て
い
く

の
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
達
の
学

習
例
も
掲
載
し
、
各
学
年
に
応
じ
た
学
習
の
進
め
方
を
よ
り
具
体
的
に

示
し
ま
し
た
。

保・小・中連携だより保・小・中連携だより

江府町版「学びのススメ」改訂！江府町版「学びのススメ」改訂！

授業との関連や家庭学習系統表を加えました。 ノートの使い方を紹介（年長～小２版）

自主学習の進め方を紹介（小３～小６版） 予習・復習、計画的な学習方法を紹介（中学校版）

て
い
ま
せ
ん
。

　今
年
度
も
４
月
の
下
校
支
援
に

加
え
て
、
５
月
以
降
も
一
年
生
の

下
校
に
合
わ
せ
て
下
校
見
守
り
を

実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
ま
で
と
い
う
長
丁
場
に
な

り
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
方
の

お
力
を
お
借
り
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　学
校
お
助
け
隊
で
は
、
こ
の
他

に
も
、
本
の
読
み
聞
か
せ
や
郷
土

学
習
な
ど
子
ど
も
達
の
学
習
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
学
習
支

援
、
除
草
作
業
・
図
書
整
備
と
い

っ
た
環
境
整
備
支
援
な
ど
、
様
々

な
場
面
で
学
校
支
援
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。
よ
り
多
く
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　☎
（
75
）
２
２
２
３

バスの乗車も安全に（昨年４月）

「右見て、左見て、安全横断。｣(昨年５月)

　江府町では、平成22年に江府っ子学習の手引き「学びのススメ」（右写

真）を発行し、子ども達や保護者の方に家庭教育や家庭学習について参考にし

ていただくようにしてきました。初版発行から５年経過したこともあり、この

度、いくらか内容を膨らませた改訂版を作成しました。学校での授業と家庭で

の学習の連携を深め、子ども達一人一人の力を伸ばしていく資料として活用を

図っていきたいと思います。
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Hello everyone,
The weather is much nicer now.  I am very excited for spring!
This year, I’ve noticed that I have been sneezing more often in the morning.  I think I am reacting to the pollen 
in the air.  I have never had allergies to pollen, but this year I do, it seems.  How interesting.  The third years 
have finally graduated and are now on their way to high school.  I will miss them very much!  But I am happy 
they were able to graduate. 
A few months ago, Joshua and I visited Tokyo.  I was so excited!  It was my first real trip to Tokyo where I 
could explore the city.  We went to many places like Asakusa’s Kaminari Mon, Skytree, Shinjuku, and others.  
I really enjoyed traveling there.  We visited an aquarium in Tokyo, but it was very, very tiny.  And so 
expensive!  We were quite surprised.  But we had fun.  I hope to go back again one day to explore more!
I can’t wait for tulips to start blossoming.  When they do, I will go to the Flower Park to see them.  I love tulips!
Stay well, everyone!
̃Connie

皆さん、こんにちは。
季節はとても春らしくなって、気分はワクワクしています。
今年になって、私は、朝、頻繁にくしゃみをしていることに気づきました。もしかして、
花粉に反応しているのかなと思います。今まで花粉のアレルギーは無かったのですが、
どうも今年はあるみたいです。おもしろいですね。3年生は卒業し、それぞれの進学先の
高校に進んでいきました。3年生がいなくてとても寂しいです。でも、3年生が無事に卒
業できたのはうれしいです。
数か月前に、ジョシュアと私は東京に行きました。とても興奮しました。今回は本当の
意味での初めての東京旅行で、東京のいろんなところを観て回りました。浅草の雷門や
スカイツリー、新宿などにも行きました。東京観光をとても楽しむことができました。
東京の水族館にも行きましたが、それはとても小さかったですし、すごく値段が高かっ
たです。びっくりしてしまいました。でも楽しかったです。チャンスがあったら、また東京に行ってみたいです
ね。
チューリップが咲くのが待ち遠しいです。チューリップが咲いたら、花回廊に見に行こうと思っています。
チューリップが大好きですから。
では、みなさん、お元気で。
カーニー

カーニ
ー先生のほのぼのコラム　

平成26年度日野高校卒業式挙行平成26年度日野高校卒業式挙行
　３月１日（日）あいにくの雨の中でしたが、多く

のご来賓の方々のご列席をいただき、晴れやかに平

成26年度日野高校卒業式を挙行いたしました。在校

生と保護者の方々に見守られ、吹奏楽部の演奏の

中、式が始まりました。

　在校生の送辞では、学校祭や部活動における卒業

生への感謝の想いやねぎらい言葉を語りました。 卒

業生の答辞では、学校祭での思い出、部活動で培っ

た力、在校生に託す想いなどが、保護者や教職員へ

の感謝の気持ちと共に熱く語られました。めでたく

卒業した卒業生44名はこの日を新たなスタートとし

て、全員がすがすがしい表情で力強く巣立っていき

ました。
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おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館 平　日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30

開館時間

＊一般書

　ジョーカー・ゲーム／柳広司

　ラスト・ワルツ／柳広司

　いなくなった私へ／辻堂ゆめ

　探偵少女アリサの事件簿／東川篤哉

　満願／米澤穂信

　本屋さんのダイアナ／柚木麻子

　自分を生きる働き方／荒川龍

　田舎の宝を掘り起こせ　／曽根原久司

　幸福な田舎のつくりかた／金丸弘美

　健やかに老いるための時間老年学／大塚邦明

　家族のココロを軽くする認知症介護お悩み相談室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／長田久雄

　いっぱいごめんいっぱいありがと／岡上多寿子

　千の恩／岡上多寿子

　俺に似たひと／平川克美

＊児童

　動物と話せる少女リリアーネ（10）

　　　　　　　　　　　　　／タニヤ・シュテーブナー

　アヤカシさん／富安陽子

★ 今月の新着図書 ★

まちの教育

著者；大岩ゆうこ(1992年生まれ)、鳥取県在住

　雪降り積もる冬休みに、祖母が愛する孫に語り伝えた

実話に基づく動物たちの哀しく愛しい物語を、小3の少

女は、わずか2週間余りで、42枚の挿絵とともに児童小

説にしました。その中から厳選した10枚の挿絵と、4つ

の物語を収録。昔の日本の農村風景が偲ばれます。

★ おすすめの一冊 ★

江府町の山・川の名が出てきて、親近感

と共に昔の生活を知ることも出来る一冊

です。また、命の大切さやたくさんの愛

情をこの本から学ぶことができます。

　4月は旧雛祭りなので、司書手作りの雛人形を掲示

しています。雛祭り関係の図書も多数おいていますの

で、バス待ちや待ち合わせの時に、手に取って読んで

みてください。

もちろん、貸し出しも出来ます!!

★ 特集展示 ★

新入学学用品費等給付金
支給制度が始まります
新入学学用品費等給付金
支給制度が始まります

　町では子育て支援事業として、平成27年度から小中学校へ入学する児童、生徒を養育する保護者の

経済的負担の軽減を図るため、新入学に必要な学用品代の一助としていただけるよう給付金を支給し

ます。

１　対象者

　　次のいずれにも該当する児童、生徒を養育する保護者

　　（１）入学時に江府町内に住所を有する者

　　（２）住所地から通学し、小学校又は中学校に新１年生として４月に入学する者

２　支給金額

　　（１）小学校入学　…　児童１名につき10,000円

　　（２）中学校入学　…　生徒１名につき40,000円

３　支払方法

　　申請者（保護者）の口座へ振り込みます。

４　その他

　　対象となるご家庭には個別通知を送付しています。

詳しくは、教育委員会事務局教育振興課（電話番号）75－2223にお問い合わせください。
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Pick  Up !

地
域の
力でよりよ

い町をつくるために

江府町まちづくり・ひとことアンケート
にご協力ください!!

　江府町では、町民の皆様と行政が一体となったまちづくり事業の推進を目指して

います。

　そこで今回は、皆様の「まちづくり」に対する思いやアイデアを調査するために

「江府町まちづくり・ひとことアンケート」を実施します！

　このアンケートでは、町民の皆様の目線から「江府町の魅力はこういうところ

だ！」「江府町を盛り上げるためにはこれが必要なのでは？」といったご意見をひ

とことで回答していただく簡単なアンケートになっています。

　その中心となっているのは、「旧俣野小学校の跡地利活用」について。皆様の

「俣野小学校の校舎をこういう使い方をしてみると面白いかも」というアイデアを

募集しますので、ぜひ自由なご意見をお寄せください！　

　また、アンケートは全戸に配布しますが、回収ＢＯＸ設置場所には、設問数を減

らした「簡易版」をご用意しますので、用紙をお持ちでない方もぜひご回答くださ

い！

対　　象

実施期間

回収方法

・町内在住の方

・江府町のまちづくりに興味のある方（町内外不問）

・平成27年5月8日～5月31日

・アンケートに添付した返送用封筒で提出

・町内各所の回収ボックスへ投函（役場本庁舎、山村開発

　センター、防災情報センター、総合健康福祉センター）

全戸配布版

・回答者に関すること（集落、年代、
　家族構成）
・江府町の魅力・課題だと感じるところ
・江府町を盛り上げるために必要なこと
・「旧俣野小学校」の跡地の利活用方
　法について
・「旧俣野小学校の利用方法を考える
　会」に参加したいかどうか
・町内で有償のボランティアサービス
　があれば、参加もしくは利用したい
　と思うか？

簡易版

・回答者に関すること（集落、年代、
　家族構成）
・江府町を盛り上げるために必要なこと
・「旧俣野小学校」の跡地の利活用方
　法について

※なお、この会に参加を希望される方は、
さしつかえなければアンケート用紙にお名
前とご連絡先をご記入いただくようになっ
ています。

※アンケートの内容や回答方法等について、詳しくは江府町役場受託事業者「NPO法人奥大山倶楽部」
（電話：0859－72－3122）までお問い合わせください！
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地域おこし協力隊通信

地域おこし協力隊通信

　こんにちは、地域おこし協力隊の長田です。

　江府町の長い冬も終わり、いよいよ芽吹きの季

節がやってきました。中身までしっかり詰まった

固い固い種が、あんなにもやわらかくてみずみず

しい芽を出すのを見ていると生命の神秘に魅力と

驚きを感じます。１年前には農業のことを少しも

知らなかった僕ですが、江府町という土のなかで

たくさんの愛情をいただき、力を蓄えてきました。

そしてもしかしたら変化の芽はもう出てきている

のかもしれないと感じます。２年目、必要な条件

を整え、早くおてんとうさまの方へと変化の芽を

ぐんぐんと伸ばして行きたいな。と感じています。（ながたひらく）

　こんにちは！町おこし班の上谷です。ぽかぽか陽気だった３月21日（土）に、柿原の文化伝承行事

「数珠繰り」に上谷と清水が参加しました。毎年、春の彼岸に住職様のお経に合わせ約1000個以上の

数珠繰りを回し、そのうちの大きな数珠が手元に来たら祈願する伝統ある行事です。

　数珠を持ってみると、手のひらの中に木の温もりと重みを感じ、一年また一年と柿原のみなさんが

重ねた思いが詰まっているんだな…と思いました。長い数珠を間近で見られる、触れる機会はなかな

か無いので、とても貴重な体験になりました。数珠繰りの後のお茶会も楽しかったです！

柿原のみなさんありがとうございました！（上谷美波）

№12

～春を楽しむ～

柿原集落数珠繰り会で交流しました。
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地域おこし協力隊通信

地域おこし協力隊　新たに３名が着任！地域おこし協力隊　新たに３名が着任！
　４月から新たに３名の地域おこし協力隊が

着任しました。昨年度着任した６名とあわせ、

計９名で江府町のまちづくりの一翼を担いま

す。

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成２１

年度から取り組んでいる制度で、都市部の人

材を地域の新たな担い手として受け入れ、地

域活性化に向けた各種の地域活動等に従事し

てもらい、あわせて定住・定着を図っていく

事業です。

圓山　雄ノ介
島根県松江市出身

｢鳥取と言えば『江府町』
と思われるようなまちに
していけるよう頑張りま
す」

新任の地域おこし協力隊員に、今後の活動について意気込みを聞きました！

▲江府町のまちおこし、頑張ります！

まるやま　　ゆうのすけ

藤井　聖子
京都府京都市出身

「楽しく活動していけれ
ばと思います。住民の皆
様、よろしくお願いしま
す」

ふじい　　せいこ

上野　真
神奈川県横浜市出身

「道の駅奥大山で全国制
覇を目指し一丸となって
頑張りたいと思います」

うえの　まこと

地　域　お　こ　し　協　力　隊　の　主　な　業　務

■圓山・藤井隊員のミッション

都市部の視点や発想を活かし江府町のまちづくり担

当の一員として、基幹産業である農業の振興を通じ

て地域が元気になるよう次の業務に従事

○地域農業及び農林業者等の支援に関する活動

○新規作物(梨等)の栽培管理技術の習得及び普及活動

○高付加価値農産物の栽培・普及・販売促進に関す

　る活動

○特産品の開発及び販売、情報発信に関する活動

○環境王国「江府町」の推進に関する活動

○その他、農業振興等を通じて地域が元気になる活動

【勤務地】一般財団法人　奥大山農業公社

■上野隊員のミッション

道の駅「奥大山」の『伝道師』として、道の駅が地

域活性化の拠点となるよう運営にあたり、地域住民、

関係団体等と連携し次に掲げる業務に従事�

○道の駅奥大山オープンに向けての準備

　・情報発信、誘客

　・商品、サービス企画立案

　・道の駅連絡協議会の調整や他団体との連携調整�

○商品開発、特産品開発、販路開拓等

○道の駅を中心とした新たなイベントの企画と実施

【勤務地】江府町道の駅奥大山



人　事　異　動（４月1日付）
【課長級】
総務課参事　　　　　　　　　　川端るり子　　　　（子供の国保育園園長）

子供の国保育園園長　　　　　　仲嶋　明子　　　　（子供の国保育園園長補佐）

（兼子育て支援センター長）

【課長補佐級】
子供の国保育園園長補佐　　　　長尾　英俊　　　　（教育振興課主査）

住民課主査　　　　　　　　　　藤原　　靖　　　　（住民課主幹）

教育振興課主査　　　　　　　　谷口　博志　　　　（企画財政課主幹）

【主幹級】
主幹保健師　　　　　　　　　　木谷　智美　　　　（主任保健師）

【主任級】
住民課主任　　　　　　　　　　下垣雄一郎　　　　（住民課主事）

総務課主任　　　　　　　　　　浦部　達洋　　　　（総務課主事）

【新採用】
企画財政課主事　　　　　　　　梅林　　徹

総務課主事　　　　　　　　　　中野　辰彦

江尾診療所歯科医師　　　　　　渡辺　　聡

教育振興課主査（指導主事）　　山本　育朗

【退　職】（平成27年３月31日付）
景山　敬文　　　　　　　　　　教育振興課課長補佐

原田　勇聖　　　　　　　　　　江尾診療所歯科医師

（　　　）は異動前
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う

「これまで10年間、教師として明倫小・江
府小でお世話になりました。今までのご恩
返しができるよう、新天地で心機一転頑張
ります」

企
画
財
政
課

　主
事

梅
林

　
　徹

う
め
ば
や
し

と
お
る

「地元の金融機関に６年間勤務し、この度
江府町役場に務めることとなりました。２
児の父親です。まちのため、子供たちのた
め頑張ります」

江
尾
診
療
所
歯
科
医
師

渡
辺

　
　聡

わ
た
な
べ

そ
う

「前任は島根県隠岐の島知夫村で勤務して
いました。歯科医療を通して、江府町の皆
さんに貢献できるよう頑張りますのでよろ
しくお願いします」

総
務
課

　主
事

中
野

　辰
彦

な
か
の

た
つ
ひ
こ

「皆さんにいろいろと教えてもらいながら
、元気に一生懸命、町政の発展に寄与でき
るよう努力しますので、よろしくお願いし
ます」



支援事業名

結 婚 転 入 支 援

平成27年3月1日以降、結婚に伴い町
内に転入し居住される方で、今後も
引き続き町内に住まいされる方に
50,000円を贈ります。

婚姻・転入手続の後、1か月
以内に役場窓口で申請して
ください。

住民課
　75－3223

妊 婦 通 院 費 助 成

平成27年4月1日以降、妊婦の方が妊
婦健診を受診される場合、通院にか
かる費用を１回あたり750円助成し
ます。

出産された翌月末までに役
場窓口で申請してくださ
い。

福祉保健課
　75－6111

乳幼児子育て支援
お子様が出生された場合、お祝い金
10,000円とミネラルウオーターなど
子育て支援品を贈ります。

出生届により該当の方には
役場からご連絡いたしま
す。

住民課
　75－3223

就 学 準 備 支 援

平成27年4月1日以降、小中学校へ新
入学される児童・生徒に、入学準備
の支援として小学生10,000円・中学
生40,000円を贈ります。

該当の方には役場からご連
絡いたします。
通知により申請してくださ
い。

教育委員会
　75－2223

高 校 生 通 学 支 援
平成27年4月1日以降に江尾駅で購入
した高校生の電車通学定期券の半額
を助成します。

定期券購入後、役場窓口で
申請してください。

教育委員会
　75－2223

内　　　　容 手　　　　続 申請・問合せ先
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お知らせ－information―

若い世代の結婚・出産・子育て
支援制度をご活用ください！
若い世代の結婚・出産・子育て
支援制度をご活用ください！地方創生

　町では、国の地方創生関連交付金を活用し、事業を「ひと」「ま

ち」「しごと」に分け、地域活性化に向け様々な取り組みを実施し

ていきます。

　現在、「ひと」をテーマとした「若い世代の結婚・出産・子育て

支援事業」を下記のとおり始めています。支援の対象の方は、お早

めに手続きをお願いします。

　一部の事業については、すでに該当の方にはお知らせしています

が、内容等についてご不明点などありましたら下記にお問い合わせ

ください。

上記以外にも下記のとおり地域消費喚起・生活支援事業や「まち」「しごと」の関連事業も、取り組

んでいきます。

主な予定事業
　・プレミアム付き地域商品券の発行

　・生活応援商品・サービス購入券の給付

　・住宅相談窓口の開設

　・特産品の開発・販路拡大事業への支援

　・特産品販売設備整備への支援

　・起業チャレンジへの支援



所得段階

第1段階

・生活保護を受けている人
・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人
・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金
　収入額が80万円以下の人

※
基準額×0.5
年40,800円（月3,400円）

第4段階
・世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税
　で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人

基準額×0.9
年73,500円（月6,130円）

第5段階
・世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税
　で、第4段階以外の人

基準額
年81,600円（月6,800円）

第6段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の人
基準額×1.2
年98,000円（月8,170円）

第7段階
・本人が住民非課税で、前年の合計所得金額が120万円以上
　190万円未満の人

基準額×1.3
年106,100円（月8,840円）

第8段階
・本人が住民非課税で、前年の合計所得金額が190万円以上
　290万円未満の人

基準額×1.5
年122,400円（月10,200円）

第9段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が290万円以上の人
基準額×1.7
年138,800円（月11,570円）

第2段階
・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金
　収入額が80万円超120万円以下の人

基準額×0.75
年61,200円（月5,100円）

第3段階
・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金
　収入額が80万円超120万円超の人

基準額×0.75
年61,200円（月5,100円）

対象者 保険料

平成27年4月から介護保険料が変わります平成27年4月から介護保険料が変わります

介護保険制度とは？

　介護保険制度は、40歳以上の人が加入者となって介護保険料を納め、介護や支援が必要になったと

きには費用の一部を負担することで介護サービスを利用できる制度です。

　介護保険料は、3年に1回の見直しを行うこととなっています。今回、町では介護保険に関する費用

などを予測し、65歳以上の方にお支払いいただく介護保険料の改定を行いました。

江府町の介護保険制度を取り巻く状況

１．高齢化率が4割と高く、介護保険制度を利用する人が増えている。

２．町内に事業所がひととおりそろっており、介護サービスを受けられる環境が整っているため、１

　　人あたりのサービス利用量が多い。

３．高齢者のみ世帯・独居高齢者世帯が３割を占め、施設入所者が多くなっている。

平成27年度～平成29年度の介護保険料

※　第1段階の方の保険料は、低所得者の保険料軽減のための施策により、基準額×0.45に保険料が

　　軽減される予定です。その際の保険料は、改めてお知らせいたします。
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4月22日

(水)

19 平成27年４月号

お知らせ－information―

　平成27年度の狂犬病予防集団注射を以下の通りおこないます。都合のよい会場へお越しく
ださい。
　狂犬病予防注射は、動物病院でも受けられます。以下の日程で受けられない場合は、動物
病院で受けましょう。

１年に１回、
必ず狂犬病予防注射を受けましょう！

4月23日

（木）

4月24日

（金）

月　日 時　間 場　所

13：20～13：30

13：40～13：50

13：55～14：00

14：05～14：15

14：20～14：30

14：45～14：55

15：00～15：05

15：10～15：20

15：25～15：30

13：20～13：25

13：30～13：35

13：50～14：00

14：10～14：15

14：25～14：30

14：40～14：45

14：55～15：00

15：10～15：20

13：00～13：10

13：20～13：25

13：30～13：35

13：45～13：50

14：05～14：15

14：30～14：40

14：50～15：00

15：10～15：35

新 道 会 館

洲 河 崎 会 館

下 安 井 会 館

荒 田 会 館

武 庫 会 館

池 の 内 会 館

尾 之 上 原 会 館

日 の 詰 会 館

深 山 口 会 館

宮市構造改善センター

宮 市 原 公 民 館

下蚊屋集会施設

小原体験交流施設

美用地区都市農村交流施設

御机多目的集会施設

杉谷活性化施設

貝 田 会 館

明 道 館

袋 原 公 民 館

西 成 公 民 館

下大河原公民館

柿原活性化施設

佐 川 会 館

久 連 集 会 所

江府町総合健康福祉センター

13：10～13：306月10日(水) 江府町総合健康福祉センター

（補足）

　狂犬病に感染した動物にかまれ、感染する病気です。人を含むすべてのほ乳類に感染し、一度発症してしまう

とほぼ100％死亡します。予防するには、予防注射を受けることが一番です。

狂犬病ってどんな病気？

昨年4月1日より、注射料金が2,400円から

2,500円に値上がりしています。

動物病院で接種する場合も同額です。

ご注意ください！

病院で交付される「狂犬病予防注射済証」

と、550円（狂犬病予防注射済票交付手数

料）を持って役場福祉保健課へお越しくだ

さい。

動物病院で予防注射を受けられた方へ

平成27年度　登録・注射手数料

新しく登録する犬

登録手数料　　　　　3,000円

注射料　　　　　　　2,500円

注射済票交付手数料　  550円

合計　　　　　　　　6,050円

すでに登録している犬

注射料　　　　　　　2,500円

注射済票交付手数料　　550円

合計　　　　　　　　3,050円

※犬マークを希望される方は、別途、

　１枚あたり80円必要です。

お問い合わせ先
福祉保健課　電話：0859－75－6111
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　急
速
な
高
齢
社
会
の
進
行
に
伴
っ
て
「
認
知
症
」
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　最
近
の
統
計
で
は
、
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知

症
の
人
又
は
そ
の
予
備
軍
と
言
わ
れ
、
認
知
症
の
人
は
さ

ら
に
増
え
、
２
０
２
５
年
に
は
全
国
で
約
７
０
０
万
人
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　江
府
町
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
率
（
町
の
人
口
の
中
で

65
歳
以
上
人
口
の
占
め
る
割
合
）
が
、
42
％
を
超
え
る
た

め
、
そ
れ
に
伴
い
、
認
知
症
が
増
え
て
来
て
い
ま
す
。

　介
護
認
定
を
受
け
る
人
の
原
因
も
図
１
に
示
す
通
り
、

近
年
認
知
症
に
よ
る
も
の
が
増
え
て
い
ま
す
。

　高
齢
に
な
れ
ば
、
誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、
認
知
症
は
生
活
習
慣
病
と
も
言
わ
れ
、
本
人

の
自
覚
と
努
力
次
第
で
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

出
来
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
、
江
府
町
で
は
自
分
の
状
態
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
鳥
取
大
学
医
学
部
付
属
病
院
脳
神
経
内

科
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
「
も
の
忘
れ
健
診
」
を
６
集
落

に
出
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

　平
成
25
年
度
も
町
全
体
に
声
掛
け
し
て
総
合
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度
は
６
集
落

（
新
町
一
丁
目
、
久
連
、
下
安
井
、
武
庫
、
池
ノ
内
、
御

机
）
に
出
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　対
象
者

　３
６
１
人

　受
診
者

　１
６
６
人

　受
診
率
46
％
で
し
た
。

　そ
の
結
果
は
図
２
の
通
り
で
す
が
、
集
落
に
よ
り
多
少

違
い
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
、
軽
度
認
知
症
10
％
、
疑
い

及
び
治
療
中
が
２
％
で
し
た
。

　町
と
し
て
は
、
今
後
も
早
期
発
見
の
機
会
を
作
り
、
早

め
に
専
門
医
に
つ
な
げ
る
の
と
同
時
に
、
毎
日
の
生
活
習

慣
の
見
直
し
が
進
む
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　３
月
３
日
の
見
守
り
講
演
会
の
竹
田
講
師
か
ら
も
予
防

の
た
め
の
「
脳
い
き
い
き
五
カ
条
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　参
考
に
し
て
も
ら
い
な
が
ら
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
同
時
に
、
気
に
な
る
と
き
に
は
、
江
府
町
役
場
福

祉
保
健
課

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
江
尾
診
療
所
の

も
の
忘
れ
外
来
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　連
絡
先

　75

－

６
１
１
１
（
福
祉
保
健
課
）

　
　
　
　
　75

－

２
０
５
５
（
江
尾
診
療
所
）

も
の
忘
れ
健
診
を
実
施
し
ま
し
た

も
の
忘
れ
健
診
を
実
施
し
ま
し
た

（図１）

（図２）



27年度から妊婦健診の通院費を助成します！27年度から妊婦健診の通院費を助成します！
妊婦さんの健康管理の充実、妊娠・出産に係る経済的負担を軽減することで、安心して妊娠・出産が

できることを目的とし、妊婦健診にかかる通院費用の助成を行います。

（対　象）母子健康手帳を受けた妊婦

（助成額）１回の通院につき750円（14回分まで）

※里帰り出産される妊婦さんについては、里帰り先の住所から病院までの距離で、助成額が決定され

ます。

平成２７年４月１日受診分から助成をおこないます。

ご出産の翌月末日までに下記窓口まで申請にお越しください。

※申請には「母子健康手帳」「印鑑」「振込先口座（妊婦本人の名義）の番号がわかるもの」が必要

　となります。

　里帰り出産された場合は、「里帰り先で受診された日の領収書」も併せて必要です。

ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

申請窓口　江府町福祉保健課　保健係

　　　　　電　話　0859－75－6111

　　　　　ﾌｧｸｼﾐﾘ　0859－75－6161

21 平成27年４月号

お知らせ－information―

江府町では平成27年度も引き続き
不妊治療助成を行います

江府町では平成27年度も引き続き
不妊治療助成を行います

　不妊治療とは不妊症で悩んでいる方を対象に行われる治療で、一般不妊治療と高度生殖補助医療に

分けられます。治療段階が上がるほど、治療費が高く、保険適応外となります。そのため、全額自己

負担で治療をしなくてはならず、経済的負担の大きい治療となっています。

　江府町では、子どもを安心して産み育てることができるように平成24年度から助成を行っています。

対　象

　夫もしくは妻のいずれか一方またはその両方が１年以上継続して江府町に住所を有しており、鳥取

　県不妊治療費助成金の交付の決定を受けた者。（県助成金以外に、他の自治体から助成を受けてい

　る場合は対象外。）

助成金額

○特定不妊治療　

　特定不妊治療に要した費用に10分の９を乗じた額から県助成金を差し引いた額、

　ただし１回の上限は５万円

○人工授精　人工授精に要した費用の５分の２

（１年度当たりの上限４万８千円、通算２年度まで）

申請窓口：江府町福祉保健課　保健係

　　　　　電　話　0859－75－6111

　　　　　ﾌｧｸｼﾐﾘ　0859－75－6161

必要書類等もございますので、申請予定

の方はお早めにご連絡ください。



平成28年４月から「あやめ」は尚仁福祉会へ！平成28年４月から「あやめ」は尚仁福祉会へ！

　日野病院組合が指定管理をしている介護老人保健施設「あやめ」は、平成28年４月１日から新たな

指定管理者 社会福祉法人「尚仁福祉会」に替わります。

　指定期間は平成33年３月31日までの５年間です。

　尚仁福祉会は旧寿耕会を改名し、「おもいやり」を

尊び、「しんらい」を築くという新しい理念が込めら

れた社会福祉法人です。現在運営している、特別養護

老人ホーム、グループホーム等に加え、新たに「あや

め」の指定管理受託など介護部門を拡充し、町民の

方々が安心して暮らせる福祉サービスの提供を目指

し、組織の機能強化・サービス品質の向上等の改革に

積極的に取り組んでいます。

22平成27年４月号

－information―お知らせ
しょうじんふくしかい

しょうじんふくしかい

鳥取県日野地区連携･共同協議会

日南町図書館　春の図書館まつり

郡内他町のイベント情報

日南町

日　　時　４月25日（土）9:00～17:00

場　　所　日南町図書館

　　　　　日南町総合文化センターエントランスホール

問合せ先　日南町図書館　電話0859－77－1112

当日は楽しいイベントがもりだくさん！みんな図書館に

集まろう！

（主な内容）

　・スタンプラリー

　・おはなし会

　・日南町公式キャラクター「オッサンショウオ」と一

　　緒に写真をとろう！

　・おりがみ・きりがみ・ぬりえ　あそび

この他にも楽しいイベントを計画しています。詳しくは

日南町図書館までお問い合わせください。

▲昨年のイベントの様子

このページは日南町、日野町、江府町、日野振興センターが連携、共同して情報発信しています。
（鳥取県日野地区連携・共同協議会実施事業）郡内の他町で開かれるイベントにも参加して日野郡を盛り上げましょう！



23 平成27年４月号

お知らせ－information―
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

（
鳥
取
県
主
催
）
受
講
生
募
集

　聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
を
行
う
要
約
筆
記
者
を
養
成
す
る
た
め
、

次
の
日
程
で
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と

　き

　平
成
27
年
５
月
29
日
〜
10
月
23
日

　（
お
お
む
ね
金
曜
日
、
全
20
回
）

　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

　ふ
れ
あ
い
の
里

■
内

　容

　実
技
、
聴
覚
障
が
い
者
等
に
関
す
る
講
義
。

　

※

受
講
対
象
者
は
、
高
校
生
以
上
の
聴
覚

　障
が
い
者
等
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
を
有

　す
る
方
。
講
習
会
終
了
後
に
鳥
取
県
登
録

　要
約
筆
記
者
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
コ
ー
ス

　手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
。

　

※

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

　を
持
参
で
き
る
方
で
、
あ
る
程
度
タ
ッ
チ

　タ
イ
ピ
ン
グ
の
で
き
る
方
。

■
受
講
申
込
締
切

　平
成
27
年
５
月
15
日
（
金
）
必
着

　郵
送
で
の
受
付

■
申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　（
℡
０
８
５
９―

３
２―

７
３
３
８
）

通
所
型
介
護
予
防
教
室

　
　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

　筋
力
や
口
腔
機
能
向
上
の
体
操
と
楽
し
い

ゲ
ー
ム
等
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
で
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
保
健
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
時
期

　第
１
期

　平
成
27
年
４
月
〜
６
月

■
会

　場

　い
こ
い
の
広
場
ら
ん
ち
ゅ
う

■
内

　容

　筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
嚥
下
体
操
、
楽
し

　い
ゲ
ー
ム

■
参
加
費

　１
回
４
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す
、
こ
れ

　以
外
に
教
室
で
必
要
な
経
費
が
掛
か
る
こ

　と
が
あ
り
ま
す
。

■
教
室
対
象
者

　65
歳
以
上
で
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で

　事
業
対
象
者

■
申
込
み
・
問
合
せ

　福
祉
保
健
課
☎
75

－

６
１
１
１

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

　
　
　
　
　
　が
始
ま
り
ま
す

　働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、
生
活
に
困
っ

て
い
る
な
ど
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
困
り
ご

と
の
相
談
窓
口
が
４
月
か
ら
各
市
町
村
に
設

置
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ

せ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
専
門
の
支
援

員
が
寄
り
添
い
な
が
ら
解
決
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
の
で
、
独
り
で
抱
え
ず
に
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　社
会
福
祉
協
議
会

　☎
75

－

２
９
４
２

　福
祉
事
務
所

　
　
　☎
75

－

６
１
１
１

児
童
扶
養
手
当

　特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の

　支
給
額
改
定
の
お
知
ら
せ

　国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
応
じ
て
手
当

額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
平
成
27
年
４
月
分
以

降
の
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当

　18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
児
童
の
心

身
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の

障
が
い
が
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当

　重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の

在
宅
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
障
害
児
福
祉
手
当

　重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の

在
宅
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　福
祉
保
健
課

　☎
75

－

６
１
１
１

手当の名称 平成27年３月分まで 平成27年４月分から

児 童 扶 養 手 当

特 別 障 害 者 手 当

障 害 児 福 祉 手 当

特別児童扶養手当

全部支給

一部支給

１級

２級

4 1 , 0 2 0 円

4 1 , 0 1 0 ～ 9 , 6 8 0 円

4 9 , 9 0 0 円

3 3 , 2 3 0 円

2 6 , 0 0 0 円

1 4 , 1 4 0 円

4 2 , 0 0 0 円

4 1 , 9 9 0 ～ 9 , 9 1 0 円

5 1 , 1 0 0 円

3 4 , 0 3 0 円

2 6 , 6 2 0 円

1 4 , 4 8 0 円

（１か月当たり）
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－information―お知らせ

ビ
デ
オ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
類
の

排
出
に
つ
い
て※

追
加
事
項

　３
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
ビ
デ
オ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
類
は

不
燃
ご
み
で
収
集
し
ま
す
が
、
記
録
媒
体
で

あ
る
テ
ー
プ
の
部
分
は
抜
き
取
っ
て
可
燃
ご

み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
に
個
人
で
直
接
搬
入
す
る
場
合
に

は
、
テ
ー
プ
を
抜
き
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
ビ

デ
オ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
類
だ
け
ま
と
め
て

搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
』

　
　ご
み
収
集
予
定
に
つ
い
て

　発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
は
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
同
じ
日
に
な
り
ま
す
の
で
一
緒
に
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度

　
　
　
　警
察
官
Ａ
採
用
試
験

①
男
性
・
女
性
・
武
道
（
男
性
）

■
受
験
資
格

　昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
大
学
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の
人
。
武

道
区
分
を
受
験
さ
れ
る
方
は
上
記
の
ほ
か
に
、

柔
道
又
は
剣
道
の
所
定
の
段
位
を
有
し
て
い

る
こ
と
。

②
サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
官

■
受
験
資
格

　昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
大
学
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の
人
及
び

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
７
条
第

１
項
に
規
定
す
る
情
報
処
理
技
術
者
試
験
に

合
格
し
て
い
る
こ
と
。

■
試 

験 

日

　い
ず
れ
も
５
月
10
日

■
受
付
期
間

　４
月
３
日
〜
20
日

■
お
問
合
せ

　鳥
取
県
警
察
本
部

　☎
０
１
２
０

－

０
２
２

－

７
１
２

業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
を

　
　
　
　
　
　
　使
用
の
方
へ

　平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
「
フ
ロ
ン
排

出
抑
制
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
全
て
の
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
（
エ

ア
コ
ン
、
冷
凍
冷
蔵
機
器
）
に
つ
い
て
適
切

な
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
機
器
の
点
検
の
実
施
、
漏
え
い
防
止

措
置
、
点
検
等
の
履
歴
の
保
存
、
フ
ロ
ン
類

算
定
漏
え
い
量
の
報
告
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

道の駅「奥大山」

4月24日(金) 正午オ
ープン！

オープンを記念して、先着ご来場300名様に粗品を進呈！

●お問合せ　奥大山まちづくり推進課　☎75－3222

・当日は、午前10時30分から開設式を行います。

・一般の方の入場は正午からです。

一
定
規
模
以
上
の
業
務
用
の
エ
ア
コ
ン
・
冷

凍
冷
蔵
機
器
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る

定
期
点
検
（
規
模
に
よ
り
１
年
に
１
回
以
上

ま
た
は
３
年
に
１
回
以
上
）
も
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
環
境
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◎
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

　川
端

　陸
嗣

　本
五

　元
田
恵
里
香

　安
来
市
か
ら

　浦
部

　達
洋

　洲
河
崎

　秋
田

　雪
乃

　大
山
町
か
ら

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
性
別
）
（
保
護
者
）

洲
河
崎

　浦
部

　美
伶 

　女 

　
　

    

大

◎
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
年
齢
）
（
世
帯
主
）

御

　机

　中
田

　
　智

　

 

56
歳

　
　

  

泰

美

　用

　川
島

　泰
文

　

 

93
歳

　
　

 

太
助

佐

　川

　下
村

　武
美

　

 

86
歳

　
　

 

節
惠

柿

　原

　加
藤

　澄
枝

　

 

91
歳

　
　

 

本
人

吉

　原

　砂
口

　
　毅

　

 

72
歳

　
　

 

正
道

下
蚊
屋

　小
椋

　政
幸

　

 

82
歳

　
　

 

政
宣

ご
寄
付

　社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
３
月
分
）
敬
称
略

◎
見
舞
返
し
と
し
て

　
　洲
河
崎

　浦
部
美
千
代

　本
人
退
院

　
　貝

　田

　車

　
　光
惠

　本
人
退
院

◎
香
典
返
し
と
し
て

　
　貝

　田

　遠
藤

　安
敏

　母
愛
子
死
去

　
　御

　机

　中
田

　
　尚

　父
智
死
去

　
　岡
山
市

　石
原

　礼
治

　母
絢
女
死
去

　
　下
蚊
屋

　筒
井

　直
之

　父
太
郎
死
去

　
　美

　用

　川
島

　太
助

　父
泰
文
死
去

　
　柿

　原

　加
藤

　長
寿

　母
澄
枝
死
去

　
　下
蚊
屋

　小
椋

　政
宣

　父
政
幸
死
去

人
の
動
き
３
月
届
（
敬
称
略
）

行事カレンダー
日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

防災・情報センター

防災・情報センター

江尾診療所

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

役場本庁舎のみ

19:00～20:30

19:00～20:30

13:00～16:00

～19:00

19:00～20:30

13:30～15:30

13:30～15:30

13:00～17:00

～19:00

13:30～15:30

9:00～12:00

9:30～11:30

9:00～12:0

13:30～15:00

9:00～16:00

14:00～16:00

19:00～20:30

10:00～12:00

～19:00

公民館講座（手話）

公民館講座（ヒップホップ）

もの忘れ外来

公民館講座（生花）

ぼちぼち倶楽部

公民館講座（絵手紙・油絵）

公民館講座（押し花）

公民館講座（パッチワーク）

行政相談

江尾の会

人権相談

公民館講座（大正琴）

消費生活相談窓口

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（ヒップホップ）

家族の会
証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

応援ありがとうございます！

平成27
年

4月1日
現在

延申込件数 　867件
（前月比＋111件）

延寄付金額 1,036万円
（前月比＋121万円）

ふ る さ と 納
税

■まちの人口　3,177人（－11）
男　1,492人（－9）
女　1,685人（－2）

■世帯数　　1,092世帯（－1）

3月末現在（　　）は前月比　

　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関で

お支払いください。なお、口座振替の方は、上記期限が振替日です。

今月の国民年金

納付期限 ４月分　平成27年6月1日まで

平成27年度の国民
年金保険料について

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

防災・情報センター

総合健康福祉センター

江尾診療所

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

各集会施設

開発センター

防災・情報センター

防災・情報センター

各集会施設

役場本庁舎のみ

各集会施設

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

総合健康福祉センター

山村開発センター

総合健康福祉センター 

役場本庁舎のみ

13:30～15:00

13:30～15:00

13:00～16:00

13:30～15:00

～19:00

13:30～15:30

19:00～

13:30～15:30

13:00～17:00

～19:00

13:20～15:30

10:00～12:00

14:00～16:00

19:00～20:30

13:20～15:20

～19:00

13:00～15:35

13:00～17:00

～19:00

13:30～16:00

9:30～11:30

～19:00

公民館講座（大正琴）

もの忘れ外来

第1回健康推進委員会

ぼちぼち倶楽部

納税組合長会議

公民館講座（和紙折紙）

公民館講座（押し花）

狂犬病予防集団注射

明徳学園入学式

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（ヒップホップ）

狂犬病予防集団注射

狂犬病予防集団注射

公民館講座（押し花）

1歳6か月児・2歳児健診

農地相談会
補聴器相談会
（中国補聴器センター）

補聴器相談会
（トーシン補聴器センター）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

受付
13:00～13:30

軽 自 動 車 税 全 期
《4月の納税は》

納期限は４月30日(木)です。（口座振替は４月30日） 平成27年4月から平成28年3
月分までの国民年金保険料
は、月額15,590円です。納
付方法は納付書（現金）の
ほか、口座振替やクレジッ
トカード、インターネット
を利用しての納付も可能で
す。

　名峰大山の南壁、ブナ・ミズナラの原生林に
囲まれた鏡ヶ成大自然の中、春の鏡ヶ成を歩き
ます。
　山頂付近には美しいカタクリの花がお出迎え。
【開催日程】
　平成27年５月１日（金）
　　  9:00～受付（休暇村奥大山レストハウス）
　　10:00　登山開始（スタッフ同行）
　　　※歩行距離約2㎞（高低差約200ｍ）
　　12:00　下山後だんご汁ふるまい
　　　　　　各自自由解散
【参 加 料】無料
【定　　員】先着100名
【申込み締切】平成27年４月30日
【問い合わせ】休暇村奥大山　☎0859-75-2300

第２回　鏡ヶ成山開き

))
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　庭
先
の
モ
ク
レ
ン
の
花
や
桜
の

花
が
満
開
と
な
り
ま
し
た
。
と
て

も
春
ら
し
い
陽
気
が
続
く
今
日
こ

の
頃
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
年
は
江
府
町
に
と
り
ま

し
て
、
国
の
進
め
る
「
地
方
創

生
」
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
度

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
続
く
人
口

減
少
を
少
し
で
も
緩
や
か
な
減
少

と
な
る
よ
う
施
策
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
戦
略
計
画

を
策
定
し
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら

先
行
し
て
、
定
住
対
策
と
し
て
結

婚
祝
い
金
交
付
、
特
産
品
開
発
や

起
業
支
援
に
よ
る
仕
事
づ
く
り
、

子
育
て
対
策
と
し
て
妊
婦
さ
ん
の

通
院
補
助
、
小
中
学
校
の
入
学
祝

い
金
、
高
校
生
の
通
学
費
支
援
な

ど
を
先
行
し
て
実
施
し
ま
す
。
今

後
も
し
っ
か
り
と
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

町

長

後

記

町

長

後

記

保育園　小学校　中学校卒業式フォトライブラリー


